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院内感染という言葉をご存知ですか？

最近、新聞やテレビの報道でしばしば

取り上げられているので聞かれたことが

あると思います。私達は普段元気なとき

は、私達の身体に住み着いている細菌

について考えることなどありません。とこ

ろが病院に入院している患者さんは、病

気のために抵抗力や体力が落ちていま

す。そうすると、自分たちの身体に住ん

でいる細菌が暴れ出して感染症を起こ

すことがあります。また病院は感染症と

いう病気を持った人が集まってくるとこ

ろ、感染症のデパートなのです。そこで

は隣のベッドに寝ている患者さんから、

細菌をもらったり、手術に使う道具が汚

染していて、それが原因で感染症になっ

たりすることが数多く報告されています。

これが院内感染です。

ではどうやったら院内感染を防ぐことがで

きるのでしょうか？私達の周りにいる細菌

は、その全てが病原菌というわけではあり

ません。私達は院内感染を起こす細菌

のゲノムを調べて、病院に入院している患

者さんたちにとって本当に怖い細菌を調

べることができないかと考えています。もし、

その情報があきらかになれば、それを利用

して院内感染の発生を低下させることが

できるかもしれないと考えています。
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超好熱菌とは至適生育温度が80℃以

上の微生物として定義されています。

100℃以上で生育するものも多数知ら

れており、113℃や121℃で増殖する

超好熱菌も報告されています。超好

熱菌は二つの観点から特に注目を集

めています。一つは超好熱菌が全生

物の進化系統樹の源流に位置するこ

とから、現存する生物の中で原始生

命体に最も近い生物群であると考え

られている点です。実際超好熱菌の

ゲノムは他の生物のものと比べてサ

イズは小さく、遺伝子数も少ない傾向

にあります。したがって、超好熱菌の

生命維持機構を解明することにより、

生命の起源や進化に対して貴重な情

報が得られると期待されています。超

好熱菌が注目されるもう一つの特徴

は、それらが生産するタンパク質・酵

素が全て高度の（熱）安定性を示す点

です。100℃付近でも正常に機能する

超好熱菌酵素は従来のものと比べて

広い温度範囲で使用できることや長

期間使用できることから、様々な新し

い技術や産業プロセスへの利用も期

待されています。ここでは超好熱菌の

全般的特徴を概説するとともに、我々

が分離同定した超好熱始原菌サーモ

コッカスについてそのゲノム構造や生

育特性について紹介します。


